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北海道大学における橋渡し研究支援の取り組み



実用化までの3つの障壁
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AMED橋渡し研究プログラム
2

出典：https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/012.html

https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/012.html


橋渡し研究支援機関
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国立大学法人北海道大学
国立大学法人東北大学
国立大学法人筑波大学
国立研究開発法人国立がん研究センター
国立大学法人東京大学
学校法人慶應義塾
学校法人藤田学園
国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学
国立大学法人京都大学
国立大学法人大阪大学
国立大学法人岡山大学
国立大学法人九州大学

出典：https://www.mext.go.jp/content/20210330-mxt_life-000013675_1.pdf

https://helios.huhp.hokudai.ac.jp/
https://www.crieto.hosp.tohoku.ac.jp/
http://www.s.hosp.tsukuba.ac.jp/t-credo
https://www.ncc.go.jp/jp/cpot/index.html
http://trac.umin.jp/index.html
https://www.ctr.hosp.keio.ac.jp/
https://www.fujita-hu.ac.jp/hashiwatashi/
https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/
https://iact.kuhp.kyoto-u.ac.jp/
http://www.dmi.med.osaka-u.ac.jp/dmi/index.html
http://shin-iryo.hospital.okayama-u.ac.jp/
https://airimaq.kyushu-u.ac.jp/ja/index.php
https://www.mext.go.jp/content/20210330-mxt_life-000013675_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210330-mxt_life-000013675_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210330-mxt_life-000013675_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210330-mxt_life-000013675_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210330-mxt_life-000013675_1.pdf


フェーズに応じた戦略的シーズ開発
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出典：https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/012.html

https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/012.html


フェーズに応じた戦略的シーズ開発
5

出典：https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/012.html

https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/012.html


オープンアクセス型拠点を活用した
革新的医療技術の持続的創出

革新的医療技術創出拠点 令和6年度成果報告会

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 プロモーションユニット
臨床研究開発センター 臨床開発推進部門 特任教授 武本 浩
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目的

 基礎~臨床の医療シーズ開発を通した質の高い臨床研究成果創出
 新規医療技術の持続的な創出への貢献

目標
 先進的医療シーズの発掘・育成
 日本発革新的医療シーズの迅速な実用化

重点項目

 オープンアクセス型の医療シーズ発掘・育成の推進
 基盤設備を活用した医療シーズ開発能力とその支援体制の強化
 臨床研究の質の向上と幅広い研究支援体制の強化
 臨床研究に関する広報活動の充実

北海道大学拠点のビジョン
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北海道大学外研究シーズへの積極的な支援：オープンアクセス
北海道大学拠点の特徴

※2017年度以降にシーズ支援を行った研究代表者の所属機関
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2-1．北海道大学拠点の組織

臨床開発推進部門
信頼性保証部門
研究企画推進部門

治験支援部門
早期臨床試験支援部門

品質管理部門

臨床研究開発センター
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2-2．北海道大学拠点の支援体制 (全開発ステージ)

 先端診断技術開発センター
 (バイオバンク)

 先端医療技術教育研究開発センター
（カダバーラボ）

 再生医療センター（CPC）

 品質管理部門，治験支援部門
 データサイエンスセンター，等

 早期臨床試験支援部門
(Phase 1ユニット)

臨床開発推進部門
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2-3．北海道大学拠点の支援体制の特徴 ①

 開発支援のためにバイオバンク，カダバーラボを利用可能です。

開発全体：臨床開発推進部門

基礎~非臨床：先端診断技術開発センター，先端医療技術教育研究開発センター

カダバーラボバイオバンク

 現場経験が豊富な知財担当者，製薬企業出身者，PMDA経験者などが在
籍し，知財戦略 ~ 臨床試験実施まで開発全体をサポートします。

 特に，試験物の製造・品質管理 (CMC)，非臨床を専門とする人材が充実
し，基礎研究成果を次の開発ステージへ着実に導引できる体制です。
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2-4．北海道大学拠点の支援体制の特徴 ②

 細胞培養加工施設 (CPC) を利用した細胞製品の開発支援が可能です。

 Phase 1ユニットを利用した健常人対象の第Ⅰ相試験の実施が可能です。

非臨床 ~ 臨床：再生医療センター，早期臨床試験支援部門

臨床試験：品質管理部門，治験支援部門，データサイエンスセンター，等

細胞培養加工施設（CPC） Phase1 ユニット

 臨床研究中核病院として認定を受けています。

 臨床試験実施に必要な業務 (試験事務局，データマネジメント，モニタリ
ング，治験コーディネーター業務，統計解析，等) の支援が可能です。
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進捗会議

 シーズの進捗会議を年間3～4回程度開催し、こまめに進捗を確認する
 非臨床および製造の専門家を配置し、具体的な進め方等を助言する

特許出願
 知財アドバイザーを配置し、出願戦略について拠点として助言する
 支援開始後に改めて先行技術調査を行い適宜フィードバックする

次ステージへの展開

 ステップアップ・他事業への導出含め、次のステージへ進むための戦略について提案
する

企業連携
 国内・海外問わず、共同研究・導出先企業の探索や協議を行い、マッチング機会
の設定や交渉等を支援する

きめ細やかな支援（例：シーズA）
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シーズA応募件数

拠点内

拠点外

シーズA採択件数
拠点内

拠点外

件数 件数

シーズAの応募件数と支援実績
橋渡し研究プログラムを通したシーズ発掘・評価・育成
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採択したシーズAにおける医歯薬系シーズ・異分野系シーズ*の割合
橋渡し研究プログラムを通したシーズ発掘・評価・育成

異分野系シーズ*: 研究開発代表者が医歯薬系以外の所属であるシーズ
シーズ発掘年度** : シーズ発掘を実施した年度 (例 「R3年度」: R4年度に支援するシーズのために，R3年に募集活動を実施)  

橋渡し研究戦略的推進プログラム
シーズ発掘年度**：H28 – R2

(n=140)

橋渡し研究プログラム
シーズ発掘年度**：R3 – R5

(n=73)

拠点内

拠点外
医歯薬系

拠点内

拠点外
異分野系

3.6%
3.6%

27.9%

65.0%

4.1%

16.4%

41.1%

38.4%

異分野系シーズの増加
7.2%  20.5%

拠点外シーズの増加
31.5%  45.2%

 



文部科学省からのご意見（令和6年11月20日）
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〇さらなる取組が期待される事項

【II体制・人員】拠点としての特色をどのように示すか、臨床試験の一層の推進をいかに図るか
について、その取組に期待する。さらに、人獣共通感染症国際共同研究所や創成研究機構ワ
クチン研究開発拠点との連携による新興・再興感染症に対するワクチン開発及びその実用
化に期待する。

【II体制・人員】拠点外との連携をさらに進め、シーズ発掘体制のより一層の充実を期待する。

【III実績】企業導出を支援するにあたり、橋渡し拠点のみではリソース不足となることも懸念さ
れるため、全学的に組織連携を図ることで懸念の解消とともに、着実な企業導出の実績が得
られることを期待する。

【IV人材育成】拠点の今後の課題である人材育成についても、定着させ成果に結び付ける効
果を期待する。



2025年度第1回 医療・ヘルスサイエンス研究機構 プロモーションユニット 全体会議

湘南オフィスの設置について

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 プロモーションユニット
臨床研究開発センター 臨床開発推進部門 部門長 特任教授 武本 浩

2025年4月21日



湘南ヘルスイノベーションパーク（湘南アイパーク）
18

湘南アイパークは、2018年4月に武田薬品工業が自社研究所を外部に開放して誕生した、日本初の製薬企業発サイエンスパークです。幅広い
業種や規模の産官学が結集してヘルスイノベーションを加速する場となることを目指しており、製薬企業のみならず、次世代医療、細胞農業、AI、
行政など約190社、2500人以上（2025年2月現在）の企業・団体が集積し、エコシステムを形成しています。
土地・建物は産業ファンド投資法人が信託受益権を保有し、施設およびコミュニティの運営は武田薬品の事業を承継したアイパークインスティチュー
ト株式会社が行っています。ライフサイエンスビジネスに精通した人材が運営を行っており、「革新的なアイデアの社会実装」をビジョンに、研究の加
速と社会実装が実現する場となることを目指しています。



死の谷に橋を架ける
19

シーズA シーズB シーズC

基礎研究 非臨床研究 臨床研究
アカデミアの
卓越した
基礎研究

先進的な
医療の提供



関東圏のバイオクラスタの魅力
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出典：https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/bio/pdf/010_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/bio/pdf/010_04_00.pdf


北海道大学 湘南オフィス
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北海道大学 湘南オフィス
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北海道大学 湘南オフィス
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湘南オフィス で取り組むこと

 湘南アイパークにサテライトオフィスを設置し、湘南アイパークに入居している企業
との交流を通してシーズの社会実装を実現する
 湘南アイパークには武田薬品を始め製薬企業、創薬ベンチャー、日本VCコンソーシアムなど180社が入居し
ている
➡ 企業連携が強化できる（シーズ支援での困りごとを相談したり、気軽にシーズが紹介できる環境）

 湘南アイパークでは、企業のニーズとアカデミアのシーズを効果的にマッチングするためのイベントやプログラムが
定期的に開催されている
➡ 研究成果の社会実装が加速する

 全国のアカデミアや企業が集まる一大コミュニティが形成されている
➡ 情報収集、共同研究、スタートアップ設立（海外のVCとの出会いも）の機会が増える

 関東圏バイオクラスタの情報収集を行い、学内に情報発信することにより、企業
連携、シーズの発掘・開発につなげる

24



IVReDリサーチセミナー

北海道大学 ワクチン研究開発拠点 副拠点長
北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 プロモーションユニット
臨床研究開発センター 臨床開発推進部門 部門長 特任教授 武本 浩

2025年4月21日

自己紹介



略歴
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伊丹市昆虫館で撮影

1973 淳心学院中学校・高等学校（姫路市）

1979 大阪大学理学部・大学院理学研究科（豊中市）

1985 塩野義製薬中央研究所（大阪市）

1995 東北大学博士（医学）

2008 シオノギ創薬イノベーションセンター（札幌市）

2012 塩野義製薬医薬研究センター（豊中市）

2016 東京大学大学院薬学系研究科（文京区）

2022 北海道大学病院（札幌市）

研究テーマ： 飲んで効くサイトカインの創製



血小板減少症治療薬ルストロンボパグの創製
27

LUSUTROMBOPAG

出典： https://med.shionogi.co.jp/products/medicine/mulpleta.html

https://med.shionogi.co.jp/products/medicine/mulpleta.html


ハイスループットスクリーニングに適したアッセイ技術の開発
28

出典： J Biomol Screening, 5 (4), 263-269, 2000



トロンボポエチンの役割



トロンボポエチンミメティクスの発見
30

出典： Eur J Pharmacology, 586, 44-51, 2008



ムルプレタ開発物語
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出典：MEDCHEM NEWS 26 (4), 201-207, 2016



トロンボポエチンミメティクスを用いた生体外でのヒト造血幹細胞増幅技術の開発
32

出典： Nature, 615, 127-133 2023



シオノギ創薬イノベーションセンター
33

塩野義製薬が北海道大学・日立製作所と共同で進めている「未来創薬・医療イノベーショ
ン拠点形成」事業の一環として設立されました。国内初の国立大学法人の敷地内にある民
間企業の研究施設でした。



2026年度橋渡し研究プログラム
シーズAの募集にあたって

2025年4月21日
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シーズAの概要

 対象課題：特許出願など特許戦略の構築を行う基礎研究課題
 支援期間：原則1年間、最長2年間
 支援金額：最大500万円/年度
 成果目標：関連特許の出願、preFへのステージアップ
 応募条件：革新的な医薬品・医療機器等の創出（薬事承認、認証取得）を目指す
シーズであること

 選考方法：外部有識者を含めた評価委員会での書面審査、ヒアリング審査
 選考のポイント：①新規性 ②優位性 ③医療現場での必要性 ④計画の妥当性
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シーズAの目標

 北大拠点では、研究開発成果（発明）に基づき1年以内に「競争優位性」を確保できる
特許出願、又は出願済み特許の補強を目指す。なお、戦略上、敢えて特許出願しないこと
は許容する。

 成果をさらに発展させて実用化を目指す
 preF・シーズB等へのステップアップ
 出願済み特許の補強（データの追加など）
 企業との連携
 企業への知財の導出
 PCT出願（企業連携が前提）
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拠点の支援

 特許
 特許戦略立案と出願作業支援
（出願については、各研究機関の知財部門の判断に従います）

 各研究機関の知財部門との連携

 研究開発
 3-4回/年程度の進捗会議

 実用化展開
 共同開発・導出企業の探索支援
 preF/シーズBおよびその他の事業へのステップアップ支援
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経費について

経費支援について
 支援額は100万円～400万円／年
 研究者が北大所属の場合：2026年4月下旬を目安に配分予定

経費(直接経費)の使途について
 特許出願・補強のための研究費
 特許関連
 調査費
 出願・特許権利化のための費用(通常約50-60万円)

 企業連携・ライセンシングアウト促進費 など

※シーズA研究費の使途として「企業連携及びライセンスアウト促進」を目的とした
場合を除き、海外学会等への参加費は認められておりません
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preF応募までに整えておきたいこと 【医薬品】

特許申請が済んでいる、あるいは、知財化可能なデータが得られていて、適切な知財
戦略や具体的な対応策が固まっている。

化合物の最適化が完了している、あるいは、適切な過程を経て、試験の対象物が選
択されている。

 In vivo病態モデルにおける既承認薬との比較データがある。
原薬製造の候補企業と秘密保持契約を締結している。
 TPPの素案が作成されている。
研究開発実施体制の目途がたっている。予定している共同研究者（研究分担者、
研究協力者）から研究に参加することの内諾を得ている。
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シーズA 募集スケジュール

募集受付： 2025年6月～9月

募集締め切り： 2025年9月30日（火）

採否決定： 2026年2月上旬

研究開始： 2026年4月～

オンライン説明会： 2025年6月26日（木）・7月15日（火）・8月6日（水）
17：00～18：00

ご応募をお待ちしております
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